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日頃は、定期健康診断の実施・報告にご協力いただきありがとうございます。 

結核は、大田区内でも、年間 100人以上の方（※潜在性結核感染症を含む）が 

新たに診断されている現代の病気です。 

早期発見し、早期に治療していくことが感染拡大の防止につながります。 

 

 

 

◆新たに結核と診断された方の 

約５人に１人は、 

職場等の定期健康診断で発見されました。 

 

◆医療職や教職員、施設職員などが結核を 

発病すると、子どもや高齢者など免疫力  

の低下した方に感染を広げる可能性が 

あります。また、発見が遅れることで、 

重症化するおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

大田区保健所感染症対策課 電話：03（4446）2643 

結核の健診を忘れずに受けてください 

健康診断を受け忘れている方はいませんか？ 

大田区では、健診の精査未受診の方から結核患者が見つかっています！ 

早期発見のためには、年１回の定期健康診断が有効です。 

職員全員が健康診断を受診できるよう、ご配慮をお願いいたします。 

常用勤務者

（教職員含む）

62%

接客業等

4%

臨時雇・

日雇

10%

医療職・

介護職

10%

自営業・

自由業

14%

令和５年 新規結核患者のうち勤労者

（29名）の職業別割合

令和６年度 


